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下呂市で「半農半Ｘ体感モデルツアー」を開催します 

  

 県では、人口減少や高齢化が顕在化している農村地域について、地域を支える人材を

確保するため、「半農半Ｘ」の取組みを推進しています。 

このたび、岐阜県への移住を検討されている方々が半農半Ｘ実践者の地元を訪問し、

様々な体験や交流を行うことで、半農半Ｘの生活を体感する第１回目のバスツアーを開

催します。 

なお、第２回目については可茂郡白川町で開催する予定です。 

 

記 

 

  １ 開 催 日  令和６年１０月２０日（日）～２１日（月） 

  ２ 開催場所  下呂市上原地域（蛇之尾、門和佐）、下呂市金山町 

  ３ 参加予定者 ３名程度  

  ４ 内  容  下呂市上原地域を中心に、半農半Ｘ実践者が経営する農泊施設に

宿泊しながら、農業体験やＸ（副業）体験、農村体験を行います。

また、体験を行う中で実践者や地元との交流も行います。 

 
＜半農半Ｘとは＞ 

    農業に携わりつつ、別の仕事や好きなことをして、農村社会に関わっていく生活スタイル。

就業形態（農業とその他の仕事等）により、移住定住対策のほか、農業の担い手対策、遊休農

地対策、空き家対策等、さまざまな課題に関連する取組み。 

 

＜ツアーに関係する実践者＞ 

○中桐
なかぎり

由起子
ゆ き こ

氏・・東京都から移住し、古民家ゲストハウス「ソラノイエ」を経営しながら、 

宿泊者向けの米や野菜を栽培。子育て支援の活動にも携わっている。 

○中村
なかむら

宙樹
ひ ろ き

氏・・・古民家を改修したスパイスカレー店を経営しながら、野菜作りや地歌舞 

伎保存に携わっている。兵庫県から移住。 

    ○入野
い り の

浩二
こ う じ

氏・・・関東地方の大手百貨店で働いていたが、農業に興味を持ち、神奈川県か

ら下呂市に移住しトマト農家の経営を開始。農閑期は酒造会社で従事し

ている。 
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＜ツアー行程（予定）＞ 

 〇10月 20日（日）／１日目 

   12:00  集合                        （ＪＲ名古屋駅） 

   15:15  農泊施設到着        （ソラノイエ） 

   16:00  農業体験（野菜等収穫）   （ソラノイエ周辺） 

   17:00  実践者との交流       （ソラノイエ） 

   19:00  地歌舞伎練習見学、地元交流 （白雲座） 

 〇10月 21日（月）／２日目 

    9:00  空家見学等                  （下呂市門和佐地内） 

   10:30  実践者との交流       （カレー奔放） 

   13:40  酒蔵見学、実践者との交流  （奥飛騨酒造） 

   17:30  解散            （ＪＲ名古屋駅） 

 

＜位置図＞ 

  〇下呂市上原（蛇之尾、門和佐）地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  〇下呂市金山町金山地域 

 


